
武庫川水系河川基本方針（原案）審議の論点に対する各委員の主な意見と県の考え方

１． 武庫川の河川整備基本方針のあり方
（１）武庫川らしい方針 ①武庫川の特徴を踏まえた河川・流域圏の将来像を示

す。
１６、１９、
２１、１０９、
１１０、１１２、
１２６、１２７、
１２８

（２）時間軸 ①河川整備基本方針は期間の定めのない超長期の計
画目標である。「将来像・長期戦略・構想」には時間軸
が存在しないため、これらは見直しの対象にはならな
い。一方、基本高水流量などの数値は自然的・社会的
状況の変化で見直しの対象となり得ることを、明確にす
る。

１６、３１

②１００年オーダーあるいは何らかの期間設定を行うべ
き。

３０、１５６、
１７２、１７３

（３）政策目標 ①この計画が納税者に示す政策目標とは何か。流域
圏住民の被害を少しでも軽減することを念頭に置いた
ものでなければならず、想定を超える災害への対応も
踏まえたものでなければならない。また治水・環境・ま
ちづくりの一体整備が望まれる。

・武庫川流域圏の人口がおよそ百万人、特に下流部は
人口・資産が集積しており、できるだけ早期に洪水に対
する安全性を高めていく必要がある。そのために、効果
的、効率的な治水対策を立案し、その具体化に取り組
んでいく。
・計画規模を上回る洪水や整備途上段階での施設能
力以上の洪水が発生した場合においても、被害をでき
るだけ軽減する「減災」をめざす。
・具体の整備に際しては、環境保全にも十分配慮しつ
つ、まちづくりとも調整を図りながら進める。

１１７、１１８、
１２３、１２４、
１２５

２． 武庫川の概要
（１）武庫川らしさ ①意味、意義が不明な記述が目立つ。 ・武庫川らしさを表現するための提言をいただいた上

で、必要に応じ修正を検討する。
４、５、１３、
１４、１３５

②武庫川を柱とした記述が不足。 ・武庫川を広域に捉え「流域及び河川の概要」として、
記述している。武庫川を柱とした記述については、提言
をいただいた上で、必要に応じ修正を検討する。

４、６、２１

③過去の経緯、現状、将来像に根ざした記述が不足。 ・これまでの経緯・現状については「治水事業の沿
革」、「砂防事業の沿革」に記載し、将来像については、
「（２）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針」
に記述しており、経緯、現状、将来像をセットにした構
成をとっていない。

１０、１１、
１２、１９

④「流域及び河川の概要」と「河川の総合的な保全と利
用に関する基本方針」との整合性が希薄。

・ご指摘のような整合性に希薄な部分については、提
言をいただいた上で、必要に応じ修正を検討する。

５、１９、８０

意見に対する県の考え方 意見書番号
項　　　　　　　目

（第７１回運営委員会で整理された主な論点）
論点に対する各委員からの主な意見（抜粋・まとめ）

・河川整備基本方針は長期的な視点に立った河川整
備の方向性を示すものであり、目標年はない。また、河
川整備基本方針の変更は、その策定にあたり、前提と
した諸条件が大きく変化した場合や新たな科学的、技
術的知見が得られた場合など、河川管理者が変更を
必要と判断した場合に行う。
・河川整備計画は、当面、努力義務としておおよそ20～
30年間に行われる具体的な整備の内容を定める。（河
川砂防技術基準同解説（計画編））
・全国的にも以上の考え方に基づいて計画を策定して
おり、当該原案にはご指摘の期間設定を記述する考え
はない。

・基本方針の策定にあたっては、当該河川・流域圏の
特徴・特性を十分踏まえ、兵庫県全体のバランスを考
慮し、基本高水、計画高水流量等を定める。また「”ひょ
うご・人と自然の川づくり”基本理念、基本方針」を踏ま
える。
■武庫川の特徴
【地形的特性】
①都市近郊にもかかわらず自然豊かな峡谷が位置す
る。
②下流部では天井川の形態を呈している。
【社会的特性】
①下流部の洪水氾濫区域に、人口約60万人を抱える
県下有数の重要河川である。
②上流部の神戸市北区及び三田市域の約５％が近年
新たに市街化された。
③これまで度重なる洪水被害を受け、洪水対策の緊急
性が高まっている。
■基本方針原案作成にあたっての配慮事項
①河川整備に際しての「環境保全の原則」を設定した。
②総合的な治水対策の考え方を導入し、流域対策、減
災対策について言及した。
③河道分担の限界を示し、残りを流域対策および洪水
調節施設の整備を行うことで、「目標とする治水安全度
の確保」を目指す。
④洪水調節施設の分担量については、「既存施設の活
用及び新規施設に着目」し検討する。

第51回流域委員会
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意見に対する県の考え方 意見書番号
項　　　　　　　目

（第７１回運営委員会で整理された主な論点）
論点に対する各委員からの主な意見（抜粋・まとめ）

３． 治水
（１）総合的な治水対策の考え方 ①「総合的な治水対策」とは何か、具体的内容や意義

を明記する。
・総合的な治水対策の本文での記述は、流域対策に止
めており、詳細については参考資料治水編に記述して
いる。

１７、１８、
４０、４１、
１１９

②河川対策には限界があるとの認識に立って、河川対
策、流域対策、河川管理、ソフト対策の総合的な結果と
して、どのような規模の洪水においても人命・資産の壊
滅的な被害を回避することを目標としている旨を明記
する。

・計画規模を上回る洪水や整備途上段階での施設能
力以上の洪水が発生し氾濫した場合においても、被害
をできるだけ軽減する「減災」を目指すため、ソフト対策
等必要に応じた施策を実施する旨を本文（ソフト対策）
に記述している。

３３

（２） ９８

（３） ①超過洪水対策として水田貯留にも取り組んでいく旨、
或いは水田は雨水貯留による一定の治水機能を有し
ていることを記載すべき。農家へのアンケート調査の説
明が必要。

・本文中に「水田の持つ多面的機能について、保全、向
上が図られるよう努める」旨を記述している。
・水田には、提言にもあるように、生態系の保全、水源
涵養、水質保全、治水対策などさまざまな機能がある
ことから、「水田の持つ多面的機能」のように表現して
いる。

４８、４９、
５０、１２０

②水田貯留を計画に位置付けること。 【流域対策に位置づける必要条件】
①洪水時に安定的かつ確実に治水効果が発揮される
こと。
②治水機能（流出抑制機能）が将来にわたって確実に
確保されること。
【水田貯留】
①個人の所有であり恒久的に現在の状況が確保され
るとは言えない。
②年間を通じて2回乾田化を必要とし、洪水時に確実に
治水効果が発揮できない。
以上の理由により流域対策への位置付けはしないが、
超過洪水対策として引き続き調査・検討を進める。

５１、１０１、
１５０、１５１、
１５２、１８３

③流域対策を行うことの意義、認識を強調すべきであ
る。

・流域対策を行うことの意義、認識を強く表現するため
に、原案では、①流域対策の効果量（８０ｍ3/s）、②流
域対策の必要性、今後の展開　について基本方針本
文に記述している。

３８、４０

④「社会経済環境の変化や、治水対策に関する新たな
技術、十分な実効性を担保した新しい知見が得られた
場合、治水対策として総合的な治水を目指すという観
点から流域対策を優先させ、基本高水の流量分担を適
宜見直すことを記述する。

・河川整備基本方針の変更は、その策定にあたり、前
提とした諸条件が大きく変化した場合や新たな科学的、
技術的知見が得られた場合など、河川管理者が変更
を必要と判断した場合に行うこととしており、この中には
流域対策等による基本高水の流量分担も含まれてい
る。
・河川整備基本方針に位置付ける流域対策は、①公的
組織が所有、②確実な操作、③管理責任が明確なもの
であり、これらの条件は、社会経済環境の変化、新たな
技術等により変動するものではないと考えている。

１００、１４８

⑤公的組織所有の施設だから担保がとれるとは限らな
い。治水機能を将来にわたって担保するために何をす
べきか検討すべき。

・確実性を担保させるためには、実行担保性のある枠
組み・仕組みの下での整備・運用・管理等の計画が必
要と考えており、実現に向け、今後関係部局とも調整す
る。

１５１、１７９

（４）既存ダム活用 ①管理者との協議を踏まえた上で、既存ダムの治水活
用を図る旨を記載すべきである。

・既存ダムの活用については、今後、新規洪水調節施
設と並んで同等の扱いで検討することとしている。

３７、５７、
１７５

（５） ①新規ダムの代替施設である既存ダムや遊水地を優
先検討する旨を記載すべき。

・洪水調節施設により処理すべき流量を明確化してい
るが、個別具体の整備については、河川整備計画に委
ねる。
・洪水調節施設の優先順位についても、河川整備計画
の中で議論されるものであり、基本方針で記述すべき
ものではないと考えている。

３６、１０３、
１０４

（６） ①武庫川の氾濫域は築堤区間であり、堤防が重要な
防御施設であるとの認識に立って、堤防等の河川管理
施設の強化整備・耐震対策を推進する。

・堤防強化については、県としても重要課題として既に
一部で工事を進めており、（２）イ①河川対策、の中で、
堤防強化を進めることを記述し、さらに、その後半部で
は、「堤防等の河川管理施設の耐震対策を推進す
る。」と記述している。

３６、３８、５７

（７） ①大規模施設開発に対する地下貯留事業について記
載すべき。

・開発に伴う防災調整池については、今後も関係機関
と連携して、設置を指導すると共に、現存する防災調整
池の機能が保持されるように努める旨、本文に記述し
ている。
・河川整備基本方針には、具体の形式まで記載するも
のではないと考えている。

５２

②氾濫域における土地利用制限について言及すべき。 ・土地利用規制による減災対策については、災害危険
区域の指定が考えられるが、課題も多いため、今後国
の動向も見ながら、関係機関と十分に協議し、検討す
る。

６４、６６

都市関連施策
（危機管理対策と関連して）

流域対策
（水田を治水計画に位置付けないこと等）

洪水調節施設等の優先順位
（提言での優先順位を基本方針に反映する
ことについて）

重点対策
（堤防強化等）

基本高水についての説明や表現方
法について

①基本高水の算定及び選定の考え方の説明が不足。
「流域において流出抑制対策を講じない場合の洪水の
ピーク流量の変更（4、651m3/s→4、682m3/s）につい
て」

・第５１回流域委員会「参考資料１、２」参照
・基本方針本文には、基本高水算定についての考え方
等は記載せず、参考資料に記述している。
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意見に対する県の考え方 意見書番号
項　　　　　　　目

（第７１回運営委員会で整理された主な論点）
論点に対する各委員からの主な意見（抜粋・まとめ）

（８）総合治水条例等の整備について ①公的組織所有の施設だから担保がとれるとは限らな
い。施設機能を確保するための運用規制などの法的整
備を図る。また、地域特性に応じた流域対策の推進を
図るために必要な制度整備を図る。

・ 総合治水を推進するためには、河川管理者だけでの
取組みには限界があり、流域内の多様な主体との参画
と協働が求められる。
・とりわけ流域対策は、河川管理施設以外の施設を活
用することとなるため、県民の理解と協力が不可欠で
ある。
・河川整備基本方針に位置付ける流域対策には、確実
な治水機能を担保させることが必須の条件であること
から、実行担保性のある枠組み・仕組みの下での整
備・運用・管理等の計画が必要と考えており、今後実現
に向け関係部局とも調整する。

５３、１５１、
１７９、１８２、
１８４

４． 利水
（１）正常流量 ①瀬切れが発生しないよう、流水の連続性を確保する

旨についても言及すべき。
・正常流量については、動植物の生育・生息及び漁
業、景観、流水の清潔の保持などの検討項目について
縦断的に整合が図れるように検討しており、今回設定
した正常流量が確保され、且つ適正な取水が行われれ
ば、瀬切れ等も発生しないと考える。

７０、１３９

②「水資源の合理的かつ有効な利用の促進」は、新た
な水重要が発生した場合のみならず、人口減少や合理
的水利用による水需要の減少が生じた場合についても
行うべき。

・水資源の合理的かつ有効な利用の促進については、
新たな水需要が発生した場合に加え、合理的な水利用
による水需要の減少が発生した場合についても記述を
検討する。

７１

（２）緊急時の水利用 ①渇水時の関係機関による水利用の協力体制の構
築、上水供給ネットワークシステム、流域治水・利水
ネットワークの構築についても記載すべき。

・基本方針本文には「情報提供及び情報伝達体制の整
備について」を記載しているが、上水供給ネットワーク
システムの構築に関しては、提言をいただいた上で、必
要に応じ修正を検討する。

５７、７２、
７３、７４、
７５、１７６、
１８７

（３）水循環 ①健全な水循環系の定義を明記すべき。具体的な説
明が必要である。

・健全な水循環については、参考資料（環境編）におい
てその定義を記載している。
・「ひょうご水ビジョン」では、水の美しい循環を目指し
て、基本目標や基本姿勢、実現への方向・指針を示
し、具体な施策について関係部局が取り組んでいくこと
としている。
・河川管理者としても、その役割を着実に果たしていく
もので、関連する施策の主なものを基本方針で記述し
ている。

７６、７８、
１６７

②物質循環系の構築についても言及すべき。 ・物質循環については、河川管理者が、炭素循環や窒
素循環等にどの程度関わっていけるのか検討する必
要があるが、提言を頂いた上で、必要に応じ修正を検
討する。

７７

５． 環境
（１）自然環境 ①「ひょうごの川・自然環境調査」や「武庫川の健康診

断図」の内容に即して、環境の保全に取り組むことを記
載すべき。

・「ひょうごの川・自然環境調査」は、「ひょうご・人と自
然の川づくり」推進方策に基づき実施している調査であ
る。この活用については、基本方針本文（原案）の１
（２）ア武庫川の川づくりの中で、「”ひょうご・人と自然
の川づくり”基本理念・基本方針」に基づき、…治水、利
水、環境にかかわる施策を総合的に展開する。」と記載
しているが、提言をいただいた上で、必要に応じ修正を
検討する。

２０、８１、８３

②戦略的環境アセスメントへの取り組みについての考
えが記載されていない。

・基本方針段階では個別具体の施設名は特定しないた
め、ＳＥＡを基本方針本文に記述する必要はないと考え
ている。

１３９、１８５

（２）水質 ①自然の浄化作用を最大限に活用する施策にも取り
組む旨を記載すべき。

・自然の浄化作用の活用に関しては「ひょうご水ビジョ
ン」（H16.5）において水辺の植物を保全・再生するなど
により「自然浄化機能を高める」ことが指針の一つとし
て位置付けられているが、提言をいただいた上で、必
要に応じ修正を検討する。

８９

（３）まちづくり ①武庫川らしい景観の保全と創出に努める旨を記載す
べき。

・まちづくりと一体となった武庫川の景観づくりについて
は、まちづくりを担う流域７市および県のまちづくり部と
十分連携をとりながら、武庫川らしい景観の保全・創出
にとりくんでいく必要があると考えていることから、提言
をいただいた上で、必要に応じ修正を検討する。

８４、８７
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